
今後の予定（8～９月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご家族、ご友人の皆様お誘い合わせの上、どうぞお参り下さいませ 

８月　２日（木）　　８時～　　仏教婦人会お磨き、清掃＠明行寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８月１５日（水）　１５時～　　盂蘭盆会（お盆）法要＠明行寺　 

９月　８日（土）　１３時～　　元中通り組蠟燭講　ご消息披露法要＠勝萬寺　　　　　　　　　　　　　　
９月１５日（土）　１０時半～　仏教婦人会秋季彼岸会法要＠明行寺　 

９月２９日（土）　１９時～　　第1回連続研修会＠明行寺　　　　　　　　　　　　　 

※少し先の予定になりますが、11月10（土）、11日（日）に予定されている　　　　　　　　　　　　　
「順番報恩講＠明行寺」において、「稚児行列」を予定しております。お子様、　　　　　　　　　　　　　
お孫様とご一緒に、ご参加を検討頂ければ幸いです。詳細はお盆以降ご案内致します。　　　　　　　　

大阪北部地震、平成30年7月豪雨へのお見舞い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

6/18に発生した「大阪北部地震」は、震源地付近で震度6弱の揺れを観測し、関西全域に甚大な被害を

及ぼしました。大阪では4名の方が往生の素懐を遂げられました。また西日本を中心として北海道や中
部地方など被害が広範囲に渡った「平成30年7月豪雨」では、河川の氾濫や洪水、土砂災害などが発生
し、219名の方がご往生されました。この場をお借りして哀悼の意を表します。ご門徒の皆様からも、
ご親戚、ご友人の人々の被害状況を伺っております。ご心痛はいかがばかりかとお察し致します。心よ
りお見舞い申し上げます。梅雨明け後は、酷暑が続いておりますが、皆様どうぞご自愛くださいませ。
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ご往生月 地域 お名前 ご往生月 地域 お名前

2017年7月 四ケ湯谷 吉田　ムツ子　様 2018年   1月 高田飯尾 隈川　マツヱ　様

9月 四ケ川床 堺　　眞二　　様 1月 四ケ湯谷 福島　政子　　様

9月 下五位軒 田尻　ミサト　様 2月 山川真弓 市川　深雪　　様

9月 四ケ中尾 猿渡　茂　　　様 3月 上五位軒 北原　省平　　様

9月 糟屋郡宇美町 竹内　照夫　　様 3月 八女市本村 平田　慶子　　様

9月 四ケ湯谷 福島　マツノ　様 3月 四ケ中尾 桑原　国昭　　様

10月 南関 北原　寛明　　様 4月 四ケ川床 境　　秋彦　　様

10月 四ケ川床 鳥巣　サユキ　様 4月 山川中原 北原　クニヱ　様

11月 四ケ中尾 井上　政次　　様 5月 大牟田市岬 井上　ヒサヨ　様

11月 南関 北原　マサエ　様 6月 上五位軒 北原　恭子　　様

11月 山川立山 片山　正孝　　様 6月 大牟田市甘木 本村　直子　　様

12月 山川大谷 荒木　タミ子　様

2018年に初盆を迎えられるご門徒様　※「初盆」とは四十九日が終わり、最初に迎えるお盆のこと

裏へ続く↓

御門徒様には、初盆を迎えられる方のお名前、お住まいだった地域名、亡くなられた月を 

お知らせしております。個人情報の兼ね合いで、伏せさせて頂きます。



＝＝ コラム②「お盆を迎えるためにどんな準備をすればよいですか？」＝＝ 

　浄土真宗では、お仏壇とはご先祖をお祀りするところではなく、阿弥陀如来をご本尊としてご安置
するものと考えています。そのためお盆に特別なお飾り（荘厳）をする必要はありません。法事と同
じようにお仏壇に打敷（うちしき 三角形状の装飾布）をかけ、灯明を点け、お香やお花をお供えし、
お供物として菓子や果物などをお供えするとよいでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　ところで他宗ではご先祖をお祀りするため、お仏壇の前に精霊棚を設け、初物の農作物をお供えす
るようです。このお供えには、キュウリとナスに割り箸を刺して馬と牛に見立てたものがあります。
また先祖の霊がかえってくるための道灯りとして、迎え火や送り火を行なったりします。これらはすべ
て先祖の霊がお盆にかえってくるという考え方に基づいたものです。しかし、浄土真宗の教えではそ
のような考え方はしません。阿弥陀如来のはたらきによって仏さまと成られた方々は、お盆に限らず
いつも私を護りつづけてくださっています。私が浄土真宗の教えに出あったことを喜び、その教えに
あわせてくださったご先祖のご恩を思うご縁がお盆なのです。 

～前田壽雄著書「浄土真宗本願寺派 仏事Ｑ＆Ａ」（国書刊行会）より～

前田壽雄師

昭和49年北海道生まれ。浄土真宗本願寺派専念寺衆徒。武蔵野大学仏教文化研究所研究員、通
信教育部人間科学部人間科学科准教授。浄土真宗本願寺派東京仏教学院研究科講師。著書に
『書いて味わう讃仏偈　重誓偈』『教行信証のことばーやさしい法話ー』（本願寺出版社）が
ある。明行寺若院が神奈川県上正寺に勤めていた際、勉強会等でお世話になった恩師。

6月下旬からお休みを頂き、新婚旅行へ行って参りました。滞在先のカナダでは、現地滞在の開教使、
大内祐真先生のお力添えにより、オタワ日本文化センター、モントリオール寺院の2ヶ寺にて「お盆法
要」のご縁を頂きました。お勤め後には、御斎や、盆踊りの時間があり、ホッとするひと時でした。
印象深かったのは、ご門徒減少により、この度「モントリオール寺院が無くなる」というお話でした。
「自分たちの町やお寺が存続出来なくなること」は、これから私たちにも起こり得る課題です。「人
の繋がり」「安心出来る場所」を護り続けていくことは容易では無いけれど、これからのお寺の在り
方を模索し、一つずつ形にしていきたいと感じました。現地でご一緒した皆様が、手作りのお飾り、
勤められてきた仏事の想い出、大切な場所を失う寂しさを共有しながらも、「今後は地域の文化セン
ターを借り、法要のご縁に遇っていきます」と新たな決意を語られる姿が印象的でした。 

コラム①「海の向こうで出遇った御同朋」

発送作業を行う若坊守


